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制振工学研究会の分類コードに基づいた研究動向
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概要:文献調査分科会では，制振材料に関する文献を分類コードに基づいて分

類しており，毎月の通信に「文献情報速報Jとして No.40まで報告している.ま

た，会報 No.24で「文献情報Jとして報告し， NO.25としてデータの蓄積を継続

している.今回はこれらの文献を，研究会の分類コードを用いて整理した結果を

報告し，その結果から見えてくる研究動向を紹介する.また，分類コードに対す

る会員からの意見を伺うことも目的とし，併せて，文献情報の提供の協力をお願

いする.
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1.はじめに いすることを目的としている.

制振工学研究会の文献調査分科会では，研

究会に関連した文献について調査，情報収集

を行い r文献情報速報Jと「文献情報」と
して会員に報告している.その中で，研究会

独自のキーワードと分類コード表により文献

を分類し，会員への便を図って来た.しかし，

コードが対応できない場合もあり，表1に示

す案を提案し，試行中である.現在は r文
献情報速報Jを No.40， r文献情報」を
No.24までまとめ， No.25のデータを蓄積中

である.本報告では，文献調査分科会の活動

状況の報告として， NO.24からの文献を分類

コードに基づいてまとめた結果を紹介する.

また，分類コードに対する会員の意見を伺

うことと，会員からの文献情報の提供もお願
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2.文献分類コード表

従来のキーワードとコード表に修正を加

え，表1に示す新しいコード表を提案して

いる.データベースなどの検索においては，

文献のタイトル・概要中の用語もキーワー

ドとして検索することができ，文献のキー

ワードもそのまま利用することができる.

そのため，表1の分類は，本研究会に適し

た別な視点から文献を分類することを目的

とし，以下の方針でキーワード表を検討し

ている.

(1)大分類を再検討し A 材料 B 材

料の適用方法・形態 c 特性・性能，
0:技術課題・手法 E 応用分野と
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